
R1.9.26 病院事業運営審議委員会 資料 

平成 30年度の業務状況について 

 

本院は、北河内二次医療圏における唯一の市立病院として、救急医療や小児二次救急、災害時

医療など、公立病院としての役割を担うため、質の高い医療を提供することで、地域への貢献に

努めているところです。 

一方で、現在の本院が非常に厳しい経営状況に置かれていることに鑑み、平成 30年度について

は、以下の方針のもとで、これまで以上に積極的に経営の健全化に向け、取り組んできました。 

 

 

１．平成 30年度の経営健全化の取り組みに関する方針及び重点項目について 

 

(1) 取り組みの２本柱について 

病院経営の健全化には、入院収益の向上が不可欠であることから、以下の①②を「取り組

みの２本柱」と位置づけ、目標数値を掲げた上で、取り組みを進めてまいりました。 

 

① 地域連携の強化 ········· 【目標数値】 紹介率 55％  

② 救急患者の受入増進 ····· 【目標数値】 応需率 85％ （日中 100％）  

 

(2) その他の主な取り組みについて 

● 消化器センターの試行運用開始（H31.1～） 

● 新たに外部コンサルタントを導入 

● 副院長の責任担当業務制導入等の院内の体制整備 

● 院内の職員で構成する「緊急経営改善チーム」による諸活動 

● 本院の魅力や診療内容についての積極的な情報発信 

 

 

２．平成 30年度の業務状況（結果）について 
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